
別紙

Ⅰ．事業評価総括表 

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

6,000,000 6,000,000 7,568,000

3
公共用施設に係る整

備、維持補修又は維持
運営等措置

小学校エアコン設備整備
事業

新宮市 1,000,000 1,000,000 1,435,500

4
公共用施設に係る整

備、維持補修又は維持
運営等措置

二澤地区防火水槽新設工
事

有田川町 4,000,000 4,000,000 5,838,800

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間接

交付金事業者名
交付金事業に要し

た経費
交付金充当額 備 考

3,000,000 6,530,700

2
公共用施設に係る整

備、維持補修又は維持
運営等措置

中学校エアコン設備整備
事業

新宮市 3,400,000 3,400,000 5,163,180

1
公共用施設に係る整

備、維持補修又は維持
運営等措置

消防用車両救助資機材購
入事業

田辺市 3,000,000

5
公共用施設に係る整

備、維持補修又は維持
運営等措置

小型消防ポンプ積載車購
入事業

有田川町 2,000,000 2,000,000 4,048,000

6
公共用施設に係る整

備、維持補修又は維持
運営等措置

塵芥収集車購入事業 日高川町



Ⅱ．事業評価個表

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

消防用車両救助資機材購入事業

田辺市

交付金事業実施場所 田辺市本宮町本宮

交付金事業者名又は間接交付金事業者名

交付金事業の概要
住民の生命、身体及び財産を災害から守るため、消防用ホース65㎜20本、50㎜10本、空気ジャッ
キ1式、レシプロソー1台、ガス検知器1台、ステップチョーク1個、油圧資機材付属品を購入し、
配備することにより災害時の対応力を強化しました。

事業期間の設定理由

交付金事業に関係する都道府
県又は市町村の主要政策・施
策とその目標

政策：第３章「安全」
施策：2．消防
単位施策：（2）消防力
②　常備消防体制については、広範な地域を１本部１消防署６分署（上富田分署を含む。）で管轄し、
　　住民の安全確保に努めています。大規模化・多様化する災害に、迅速かつ的確に対応することが
　　求められる中、平成28 年４月に、免震構造を備えた消防庁舎に本部機能を移し組織体制を強化して
　　いますが、今後は、南海トラフ地震等の災害時における消防防災拠点としての消防庁舎の機能強化
　　をはじめとした消防力の更なる充実が必要です。

・消防力の充実を図るため、消防車両や消防用資機材の整備を推進するとともに、火災発生時に必要な
　水利を確保するため、消火栓や防火水槽の設置を進めます。

目標：消防設備点検において、正常な動作が確認できること

事業開始年度 令和２年度 事業終了年度 令和２年度

100.0

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 回 1

目標値 回 1
消防設備点検におい
て、正常な動作が確認
できること

正常動作確認回数

達成度 %

交付金事業の成果目標及び成
果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度　　令和２年度



うち文部科学省分

うち経済産業省分

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び活
動実績

活動指標 単位 ２年度

消防用ホース30本、空気ジャッキ1式　等

活動実績 式 1

活動見込 式 1

達成度 % 100

交付金事業の総事業費等 令和２年度 年度 年度 備考

総事業費 6,530,700 0 0

交付金充当額 3,000,000

交付金事業の担当課室 消防本部消防総務課

交付金事業の評価課室 企画部企画広報課

3,000,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

物品購入 指名競争入札 有限会社ワカボー（田辺市） 5,516,500

物品購入 指名競争入札

計 6,530,700

紀栄防災設備（田辺市） 1,014,200



Ⅱ．事業評価個表

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 % 100

目標値

交付金事業の概要

交付金事業に関係する都道府
県又は市町村の主要政策・施
策とその目標

＜主要政策・施策＞
　第２次新宮市総合計画（平成３０年～３９年度）
　　政策目標２　心豊かな人を育むまち
　　　 政　策　２　教育の充実
　　　　　施　策　1　学校教育の充実
　　　　　　主な取り組み５　学校教育環境の整備を進めます。
　　　　　　　（１）豊かな学校教育環境づくり
【目標】
　生徒が学ぶ教室の空調設備の整備率

事業開始年度 令和２年度 事業終了年度 令和２年度

% 100

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成
果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度　　令和２年度

生徒が学ぶ教室の空
調設備の整備率
普通教室：100％
特別教室：100％

空調設備の整備率：
整備済教室数÷全教
室数×100

100

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

2
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

中学校エアコン設備整備事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 新宮市

交付金事業実施場所

番号 措置名 交付金事業の名称

新宮市清水元　他３か所

新宮市内中学校うち４校のエアコン２台の入替、４台の新規購入を行いました。
学校の空調設備について、年次計画で普通教室等に整備を進めてきましたが、夏期の気温上昇に
伴い、保健室、パソコン室、図書室などの特別教室等においても熱中症が危惧される状況である
ため、特別教室等への空調設備の整備と電気設備の改修が必要な施設について、併せて電気設備
の改修を行いました。

達成度 %



うち文部科学省分

うち経済産業省分

契約の相手方 契約金額

6

交付金充当額 3,400,000

交付金事業の総事業費等 令和２年度 年度 年度 備考

エアコン入替2台、新規購入４台

活動実績 基 6

活動見込

達成度 % 100

交付金事業の評価課室 企画調整課

計 5,163,180

3,400,000

総事業費 5,163,180

交付金事業の担当課室 教育総務課

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び活
動実績

活動指標 単位 ２年度

随意契約（公募） 中村冷機株式会社（新宮市） 1,047,200

中学校エアコン設備整備事業 随意契約（公募） 株式会社マエダ設備（新宮市） 3,505,480

随意契約（公募） 水口設備（新宮市） 610,500

基



Ⅱ．事業評価個表

成果目標 成果指標

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価

交付金事業に関係する都道府
県又は市町村の主要政策・施
策とその目標

＜交付金事業に関係する主要政策・施策＞
　第２次新宮市総合計画（平成３０年～３９年度）
　　政策目標２　心豊かな人を育むまち
　　　 政　策　２　教育の充実
　　　　　施　策　1　学校教育の充実
　　　　　　主な取り組み５　学校教育環境の整備を進めます。
　　　　　　　（１）豊かな学校教育環境づくり
【目標】
　児童が学ぶ教室の空調設備の整備率

評価年度の設定理由

成果実績 % 100

目標値 % 100

単位 評価年度　　令和２年度

児童が学ぶ教室の空
調設備の整備率
特別教室：100％

空調設備の整備率：
整備済教室数÷全教
室数×100

事業開始年度 令和２年度 事業終了年度 令和２年度

達成度 % 100

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成
果実績

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 新宮市

交付金事業実施場所 新宮市三輪崎ほか１か所

交付金事業の概要

新宮市内小学校うち２校のエアコン１台の入替、１台の新規購入を行いました。
学校の空調設備について、年次計画で普通教室等に整備を進めてきましたが、夏期の気温上昇に
伴い、保健室、パソコン室、図書室などの特別教室等においても熱中症が危惧される状況である
ため、特別教室等への空調設備の整備と電気設備の改修が必要な施設について、併せて電気設備
の改修を行いました。

番号 措置名 交付金事業の名称

3
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

小学校エアコン設備整備事業



うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の担当課室 教育総務課

交付金事業の評価課室 企画調整課

計 1,435,500

交付金充当額 1,000,000

1,000,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

小学校エアコン設備整備事業 随意契約（公募） 株式会社 マエダ設備（新宮市） 396,000

随意契約（公募） 水口設備（新宮市） 1,039,500

交付金事業の総事業費等 令和２年度 年度 年度 備考

総事業費 1,435,500

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

% 100

エアコン入替　１台
新規購入　１台

活動実績 基 2

活動見込 基 2

交付金事業の活動指標及び活
動実績

活動指標 単位 ２年度

達成度



Ⅱ．事業評価個表

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

番号 措置名 交付金事業の名称

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成
果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度　　令和２年度

火災時に対する地域の
安心・安全な体制を構
築する

常時貯水

交付金事業の概要

交付金事業に関係する都道府
県又は市町村の主要政策・施
策とその目標

交付金事業に関係する主要政策・施策
第二次 有田川町長期総合計画（平成29年度～平成38年度）
基本目標3：自然と共生し、快適に暮らせる生活基盤の整備
政策7：安全・安心な暮らしを保障する体制の整備
施策20：防災体制の整備
・災害時の避難所や災害初動対応拠点施設、災害時活用施設において安全性の確保に努めます。
目標：大規模災害に備え、他の自治体と連携し広域的な防災体制の整備に取り組みます。また防災協定
の締結促進により、脆弱部分の強化を図ります。
災害時の避難体制や災害防止対策が充実していると感じている住民の割合　22%(平成27年)→40％(平
成33年)

事業開始年度 令和２年度 事業終了年度 令和２年度

有田川町大字二澤

二澤地区には、今まで地域の水源がなかったため災害初動対応拠点施設として防火水槽を新設
しました。

4
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

二澤地区防火水槽新設工事

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 有田川町

交付金事業実施場所

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 % 100

目標値

達成度 % 100

評価年度の設定理由

% 100



うち文部科学省分

うち経済産業省分

05,838,800

交付金事業の担当課室 有田川町企画調整課

交付金事業の評価課室 有田川町企画調整課

計 5,838,800

4,000,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の活動指標及び活
動実績

活動指標 単位 ２年度

1基

交付金事業の総事業費等 令和２年度 年度 年度 備考

総事業費

交付金充当額 4,000,000

0

達成度 % 100

活動実績 基 1

活動見込

二澤地区防火水槽新設 指名競争入札 (株)篠原組（有田川町） 5,838,800

防火水槽・１基



Ⅱ．事業評価個表

番号 措置名 交付金事業の名称

5
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

小型消防ポンプ積載車購入事業

交付金事業に関係する都道府
県又は市町村の主要政策・施
策とその目標

交付金事業に関係する主要政策・施策
第二次 有田川町長期総合計画（平成29年度～平成38年度）
基本目標3：自然と共生し、快適に暮らせる生活基盤の整備
政策7：安全・安心な暮らしを保障する体制の整備
施策19：消防救急体制の整備
・多様化する災害に対応するため、消防職員の一層の技術の向上に努めるとともに、車両、資器材等の
充実強化に努めます。
目標：地域の消防力の強化に向け、消防団の活性化や組織の充実を推進するとともに、住民一人一人の
防火意識の高揚を図ります。
災害時の避難体制や災害防止対策が充実していると感じている住民の割合　22%(平成27年)→40％(平
成33年)

事業開始年度 令和２年度 事業終了年度 令和２年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 有田川町

交付金事業実施場所 有田川町大字清水（清水消防署）

交付金事業の概要
現在使用している小型消防ポンプ付積載車が老朽化しており、引き続いて消防体制強化のた
め、今回小型消防ポンプ積載車を購入しました。

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成
果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度　　令和２年度

緊急時等迅速な対応
を可能にし、安心・安
全な体制を構築する

達成度

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績

目標値

本交付金を活用し、老朽化していた小型消防ポンプを整備することで緊急時等迅速な対応を可能にし、
安心・安全な体制を構築することができた。

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無



うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の活動指標及び活
動実績

活動指標 単位 ２年度

達成度 % 100

小型消防ポンプ積載車購入

活動実績 台 1

活動見込 台 1

交付金事業の総事業費等 令和２年度 年度 年度 備考

総事業費 4,048,000 0 0

交付金充当額 2,000,000

小型消防ポンプ積載車購入 指名競争入札 小川ポンプ工業(株)（和歌山市） 4,048,000

2,000,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

計 4,048,000

交付金事業の担当課室 有田川町企画調整課

交付金事業の評価課室 有田川町企画調整課



Ⅱ．事業評価個表

番号 措置名 交付金事業の名称

日高川町大字高津尾地内

現在運用している塵芥収集車が整備後17年経過により老朽化しており、腐食のため修繕するも度
重なる荷箱部分の破損が生じております。そのため運搬中に破損部分より廃棄物からの液体が漏
れ出す等、生活環境に悪影響を及ぼし、収集業務も遅延することが多々ありましたので、住民の
生活環境保全に資するため、新たに塵芥収集車を1台購入しました。

達成度 %

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

6
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

塵芥収集車購入事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 日高川町

交付金事業実施場所

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 件 ―

目標値

交付金事業の概要

交付金事業に関係する都道府
県又は市町村の主要政策・施
策とその目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
　第２次日高川町長期総合計画（前期基本計画：平成30年度～令和4年度）
　　第５章　自然と共生する快適・安全なまち
　　　３．廃棄物処理等環境衛生の充実
　　　≪主要施策≫
　　（１）ごみ収集・処理体制の充実
　　　②　広域的連携のもと、御坊広域行政事務組合によるごみ処理・リサイクル体制の充実を進めます。
目標：
　老朽化による破損に起因する収集物の液漏れによる環境への悪影響や収集業務遅延の発生を無く
し、安定したごみ収集体制を充実させます。（令和2年度）

事業開始年度 令和２年度 事業終了年度 令和２年度

件 ―

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成
果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度　　令和２年度

安全・安定的なごみ処
理・リサイクル体制充実
の推進

―

本交付金の活用により、塵芥収集車を購入することで安全かつ安定的なごみ収集が可能となりました。



うち文部科学省分

うち経済産業省分

車両本体の購入 随意契約（競争見積方式）
いすゞ自動車近畿（株）和歌山支店（和
歌山市）

7,568,000

台

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び活
動実績

活動指標 単位 ２年度

交付金事業の評価課室 住民課

計 7,568,000

6,000,000

総事業費 0 07,568,000

交付金事業の担当課室 住民課

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

1

交付金充当額 6,000,000

交付金事業の総事業費等 令和２年度 年度 年度 備考

3トン系　プレス式塵芥収集車購入　１台

活動実績 台 1

活動見込

達成度 % 100


